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◎　杉並消防署からのお知らせ　
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児童・生徒等に防火防災教育を実施することは、各種災害に対する自らの危険予知、回避能力を伸長するとともに、家庭や地域の防災力の向上及び将来における防災活動の担い手につながります。児童・生徒等が防火防災について学ぶ機会を増やしましょう。

⑴　防火防災教育の実施について

学校の授業などで防火防災教育を行いましょう。消防職員や消防団員が学校に行って防火防災についての講義、消火訓練等を指導しますので、最寄りの消防署にご相談ください。

また、家庭や地域でも、子供たちに防火防災について教育する機会をつくりましょう。

⑵　幼少年に対する防火防災教育の推進（※下記の火災件数等の数値は、概数値であり、確定値ではありません。）
ア　火遊び

平成２０年中に東京消防庁管内では、５，７５７件の火災が発生しました。
このうち、火遊びが原因で火災になったものが１６８件（前年比３８件増加）で、火災原因の第４位となっています。
このことから、入園・入学、新学期のこの時季をとらえ、幼稚園、保育園、学校をはじめ、ご家庭でも子供たちに火の大切さや火・煙の怖さなどを教えましょう。

イ　火遊びによる火災の発生状況

平成２０年中に東京消防庁で発生した「火遊び」による火災を月別にみると、冬季から春季の気温が低く、空気が乾燥しやすい時季に多く発生しています。（グラフ参照）
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次に、発火源をみると、ライターが７３件（４３．５％）と最も多く、続いてマッチが１５件（８．９％）となっています。
幼児期から火の大切さや火・煙の怖さなど火に関する正しい知識や取扱い方について教えるとともに、ライターやマッチを子供の目の触れない場所に置くように注意するなど、日頃から家庭内の整理整頓をしておくことが大切です。
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また、出火箇所をみると、屋内（６２件）では「居室」が最も多く２１件（３３．９％）となっており、屋外(１０６件)では「敷地内」の３７件（３４．９％）、次いで「公園」の３０件（２８．３％）となっています。（表参照）
	発火源
	合計
	出火箇所

	
	
	建物
	建物以外

	
	
	居室
	台所等
	廊下
	ベランダ
	便所
	階段
	建物の外周部
	ホール
	屋内駐輪場
	その他
	敷地内
	公園
	河川敷
	屋外駐車場
	道路（側溝を含む）
	ごみ箱，屋外ごみ捨場
	空地
	その他

	合計
	168
	21
	5
	5
	5
	5
	4
	4
	3
	2
	8
	37
	30
	16
	9
	6
	2
	2
	4

	ライター　　　　　　　　　　
	73
	17
	4
	1
	4
	2
	1
	1
	2
	-
	2
	15
	9
	8
	1
	2
	2
	1
	1

	マッチ　　　　　　　　　　　
	15
	-
	-
	-
	-
	1
	-
	-
	-
	2
	1
	6
	1
	1
	3
	-
	-
	-
	-

	火のついた紙　　　　　　　　
	2
	-
	-
	-
	1
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	1
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-

	発煙筒　　　　　　　　　　　
	2
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	1
	-
	-
	1

	ガステーブル
	1
	-
	1
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-

	ロウソク　　　　　　　　　　
	1
	1
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-

	火のついたゴミ　　　　　　　
	1
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	1
	-
	-
	-
	-
	-
	-

	電気ストーブ
	1
	1
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-

	不明
	72
	2
	-
	4
	-
	2
	3
	3
	1
	-
	5
	15
	19
	7
	5
	3
	-
	1
	2


ウ　幼少年の火遊び対策の基本的なあり方

火遊びを防ぐためには、子供の年齢や火に対する理解度、性格など多面的な要素を考慮したきめ細かな教育を行わなければならず、その推進に当たっては、家庭、学校、地域社会及び消防機関がそれぞれに役割を分担し、連携を図りながら取り組む必要があります。
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エ　煙の動き、怖さ
(ｱ)　煙の動き

ａ　煙は、階段などを伝わって上の方へ一気に広がっていきます。
ｂ　煙は燃えたものから発生するので暖かく、空気よりも軽いので天井や上の階へ上がっていくスピードが速いです。火災が大きくなる前の避難は、姿勢を低くすることで煙を吸わずに避難できます。

(ｲ)　煙の怖さ

ａ　火災で亡くなる人の多くは、煙を吸い込んでしまい、避難できなくなって亡くなります。

ｂ　煙には、部屋の中のプラスチック類でできている物が燃えたときに発生する有毒ガスなども多く含まれています。

ｃ　火災のときに発生する一酸化炭素は、１回か２回吸い込むだけでも死に至ることもある危険なものです。

　　オ　「お・か・し・も」の約束

	避　難　の　約　束

	お
	「おさない」
押すと押された人が倒れる、倒れた人につまずいて、また次の人が倒れてしまう。

大勢の人の下敷きになった一番下の人は押しつぶされてしまう。

廊下や階段でこのようなことが起きてしまうと、もっと後ろの方の人は動けなくなり、避難できない。

	か
	「かけない」
走らないことを「かけない」という。

早く避難しなくてはいけないけれど、走って転ぶ人がいると押されて倒れた人が出たときと同じことが起きてしまう。

	し
	「しゃべらない」
しゃべっていると、その話に夢中になってしまう。

まわりの人はしゃべっている人の声で、先生や放送の指示が聞こえなくなってしまう。

	も
	「もどらない」
大切なもの、大事なものを教室や部屋の中へ置き忘れたとしても、もとの場所へもどってはいけない。

もどったときには、もっと煙が多くなり、火が燃え広がってしまっている。


　　カ　１１９番通報

(1) 　あわてず落ちついて正確に伝えましょう。避難できるときは、安全な場所に避難してから通報しましょう。

ａ　聞かれた内容を一つ一つ正確に、落ちついて答えましょう。

	東京消防庁の問いかけ
	答える内容

	「火事ですか、救急ですか？」
	『火事です』

	「何区（市）、何町、何丁目、何番、何号ですか？」
	『千代田区大手町○丁目○番○号です』

	「何が燃えていますか？」
	『家が燃えています』


ｂ　「火事」か「救急」かをはっきり伝えましょう。
ｃ　住所がわからないときは、建物の名称や近くの目標を伝えましょう。

ｄ　携帯電話を使用して１１９番通報する場合も、通報のやりかたは同じです。

ｅ　公衆電話から電話するときは、緊急通報用ボタンを押してから１１９番通報しましょう。

(ｲ)　自分で通報する自信がないときは、先生や近くにいる大人へ頼みましょう。

　⑶　新入社員を重点とした防火・防災教育を実施しよう　
４月は、社会人としてスタートをきる方、人事異動で新任地に就く方、第二の職場で再スタートする方など、事業所の人事配置が大きく変わる時期です。

この時期をとらえて、新たな職場で働く従業員に防火・防災教育を徹底することが大切です。
ア　防火・防災教育

新入社員は、仕事はもちろんのこと、まだ建物内の様子もわかりません。まして火災の発生危険がある場所や消火器、自動火災報知設備、避難器具などの消防用設備等の位置、そして避難経路となる階段や施設などの位置も十分に把握していないのが実情です。
いざというときに１１９ 番通報や初期消火、避難誘導などがスムーズにできるように「防火・防災教育」を実施することが必要です。

防火・防災教育の実施に当たっては、各事業所の消防計画を基に事業所の用途や建物の規模構造などの特性を踏まえつつ、従業員の防火・防災上の役割等を具体的かつ十分に認識させることが必要です｡
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イ　自衛消防業務
　(ｱ)　自衛消防活動の対策
火災が発生した場合の１１９番通報、公設消防隊が到着するまでの初期消火、避難誘導などの初動対応を行う必要があります。
そのため、平素からこれに対応できる体制を整えておく必要があり、消防計画の中で自衛消防隊を組織し、隊長をはじめ、通報連絡班や初期消火班、避難誘導班などを定めておきます。
また、建物の規模によっては下図のように、本部隊と地区隊による編成も必要になります。
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(ｲ)　自衛消防訓練
消防法では、飲食店、物品販売店舗、ホテル、病院などの事業所（特定防火対象物）に対して、年２回以上の消火及び避難訓練を義務付けています。また、消防法の一部改正（平成２１年６月１日施行）により防災管理が義務付けられる場合は、年2回以上の消火及び避難訓練とは別に年１回以上の防災管理に係る消防計画に基づく避難訓練も実施する必要があります（自衛消防訓練を実施する場合には、事前にその旨を消防署に自衛消防訓練通知書で通知する必要があります。）。

その他の用途の事業所についても、消防計画に基づき、定期的に自衛消防訓練を実施します。

(ｳ)　自衛消防訓練の進め方

実効性ある訓練を実施するためには「実態にあった訓練想定」を作りましょう。

そして、可能な限り実際に設置されている消防用設備等を使用して実施することが重要です。

また、旅館・ホテル・病院・社会福祉施設などでは、夜間など職員の少ない時間帯を想定して実施します。

訓練の後は、訓練方法や消防計画などに修正の必要がないか、必ず実施結果を検討し、今後の防火・防災管理に反映させるようにしましょう。


(ｴ)　防災館を利用した自衛消防訓練
消火器や屋内消火栓の実操作訓練を行おうとしても、適当な場所がなく訓練ができない場合があります。このような場合は、所轄の消防署に相談してください。

池袋、本所、立川にある防災館（都民防災教育センター）では、消火体験コーナーでの屋内消火栓の放水訓練や応急手当、地震体験、煙からの避難などの各種体験が行えるほか、防災ライブラリーや資料コーナーで防火防災知識、技術の向上を図ることができます。

自衛消防訓練として、また、職場研修の一環として利用してください。
なお、防災館を利用した訓練も、「自衛消防訓練」として消防署へ通知しましょう。



⑷　「防火管理ポケットマニュアル」を活用しよう

　経営の効率化や営業時間の拡大などにより、雇用形態が多様化していますが、パート・アルバイト等の皆様も、正社員の方々と同様に日常の防火管理業務や有事の際の自衛消防活動を的確に行うことができるようにしておく必要があります。

　従業員の皆様に必要な防火管理上の基本的情報が集約され、かつ、携帯性にも優れた「防火管理ポケットマニュアル」を活用して、防火管理体制の充実を図りましょう。



⑸　消防法令の改正概要を確認しよう

東海地震、東南海・南海地震や首都直下地震の発生が危ぐされていることから、大規模地震に対応した自衛消防力の確保が求められております。

平成１９年６月２２日に「消防法の一部を改正する法律」が公布され、さらに、関係する政省令及び告示の改正についても平成２０年９月２４日に公布されました。これらにより、大規模又は高層建築物について、自衛消防組織の設置、防災管理者の選任及び火災その他の災害に対応した消防計画の作成、訓練の実施等が義務付けられることとなりました。なお、改正法令は、平成２１年６月１日から施行されます。

大規模・高層建築物の所有者、占有者等の方は、改正法令に定める自衛消防組織を設置する防火対象物の範囲、防災管理者の資格の細目等の概要を理解し、自分の建物が自衛消防組織設置義務及び防災管理義務に該当するものであるか把握しておきましょう。


ア　対象物の範囲


イ　自衛消防組織制度











ウ　防災管理制度












災害情報
（杉並消防署管内３月３１日現在）
　　火災件数　　：　　　　４７件（昨年同時期比　　  　　－３件）

　　救急出場件数：　 ３,８３２件（昨年同時期比　  　－２０３件）

◆◇◆◇◆◇◆防災に関する情報はホームページでも提供しています。◆◇◆◇◆
　　◎東京消防庁ホームページ　http://www.tfd.metro.tokyo.jp/
　　◎杉並消防署ホームページ　http://www.tfd.metro.tokyo.jp/hp-suginami/
　　メールマガジンに対するご意見、ご要望をお待ちしております。あて先は次のとおりです。
杉並消防署（E-mail：suginami@tfd.metro.tokyo.jp）
※　上記E-mailへ書き込みでの災害通報は、１１９番通報とはなりません。ご注意ください。





















































































































































































































































































































（年１回以上）





消防計画





避難訓練





同一人





作成・変更





訓練の実施





防火管理者





（防災管理点検の


実施及び報告）





防災管理者





防災管理者講習





新規





管理権原者





選　任





防災管理制度（消防法第３６条）


地震等による被害の軽減のため、防災管理者の選任、地震に対応した消防計画の作成、年１回以上の避難訓練の実施などが義務付けられました。




















班員





班　長





班　長

















班員





班員

















班　長





消防署





管理権原者











班員











班　長





自衛消防組織





届　出





設　置





統括管理者





統括管理者及び班長


(自衛消防業務講習修了者等)





自衛消防組織制度（消防法第８条の２の５）


災害時の応急対策を円滑に行い、安全を確保するため、自衛消防組織の設置が


義務付けられました。





建築物等のうち、多数の者が出入りし、かつ、大規模なもの


①　劇場、飲食店、物品販売店舗、ホテル、病院、学校、図書館、


工場、事務所など（共同住宅、倉庫等は除く。）で次のいずれかに掲げるもの


(1)　４階以下の防火対象物　　　　　 → 延べ面積５万㎡以上


(2)　５階以上１０階以下の防火対象物 → 延べ面積２万㎡以上


(3)　１１階以上の防火対象物　　　　 → 延べ面積１万㎡以上


※　複合用途の場合、当該用途に供される部分の最も高い階を階数とし、床面積も当該用途部分の合計とする。


②　地下街で、延べ面積が１千㎡以上のもの　など





～主な改正概要～


○　自衛消防組織制度の新設


一定規模以上の大規模・高層建築物において、一定の資格者を配置した自衛消防組織を設置することが義務付けられました。


○　防災管理制度の新設


一定規模以上の建築物その他の工作物において、地震等による被害の軽減のため、防災管理者の選任、地震に対応した消防計画の作成、避難訓練の実施、防災管理点検及び報告などが義務付けられました。





東京消防庁ホームページにて、防火管理ポケットマニュアル（ＰＤＦファイル）を提供しています。





東京消防庁ホームページＵＲＬ 　http://www.tfd.metro.tokyo.jp/





（ホームページ内を以下のメニューに沿って進んでください。）


⇒「安心・安全」⇒「事業所向けアドバイス」⇒「防火管理ポケットマニュアル」





池袋防災館





（AM9：00～PM5：00　入館無料）


場所：豊島区西池袋2－37－8


休館日：毎週火曜日 第3水曜日 年末年始


問い合わせ先：03－3590－6565





（AM9：00～PM5：00　入館無料）


場所：墨田区横川4－6－6


休館日：毎週水曜日 第3木曜日 年末年始


問い合わせ先：03－3621－0119








（AM9：00～PM5：00　入館無料）


場所：立川市泉町1156－1


休館日：毎週木曜日 第3金曜日 年末年始


問い合わせ先：042－521－1119








本所防災館





立川防災館





自衛消防訓練の実施に当たり、新入社員には、まず自衛消防の組織の中での自分の任務は何なのか、さらに、自分を指揮する自衛消防隊長、地区隊長が誰なのかなどを、周知させておきましょう。











地区隊長


階､棟､テナント等で編成





上に同じ





地　区　隊





地区隊長


階､棟､テナント等で編成





上に同じ





地　区　隊





自衛消防隊長


（防火管理者等）


自衛消防隊長の


代理者兼副隊長





通報連絡


（情報）班


初期消火班


避難誘導班


応急救護班


安全防護班


その他必要な班





地区隊長


階、棟、テナント等で編成





地　区　隊





本部隊





通報連絡(情報)班


初期消火班


避難誘導班


応急救護班


安全防護班


その他必要な班





自衛消防隊編成表（例）





防火・防災教育の目的�
防火・防災教育の内容�
�
火災予防思想の普及啓発


火災､地震その他の災害等に関する知識の習得


災害防止の知識の向上


災害発生時の措置判断や行動能力の向上�
火災の発生危険と安全な作業等に関する基本的事項


防火管理制度のしくみ


消防用設備等の設置場所、機能、取扱方法


防火管理に関する従業員各自の任務及び責任の周知徹底


震災対策に関する事項�
�






�








　小学校低学年の児童には、火災の時は、周囲の大人へ火災を知らせることと、避難が大切であることを教えましょう。また、マッチやライターをいたずらしないよう注意しましょう。





　小学校中学年の児童には、燃焼の三要素・煙の毒性ややけどの対応方法について教えましょう。


（火災に関する知識）


火災の実態（発生件数とその原因）


火災の恐ろしさ（火、熱、煙）と被害（生命、身体、財産）


燃焼の三要素（可燃物、酸素、熱）


③　小学校高学年の児童に対しては、消火器の使い方を教えましょう。


消火の三原則（除去、冷却、窒息）





�








　公共の場所などに捨てられているマッチやライターはきちんと処分するなど、地域が一体となって火災予防に取り組みましょう。





　火遊び場所となりやすい空家や無人の倉庫、廃車などは、施錠等を行い防火管理を徹底しましょう。





　可燃性のゴミなどの管理を徹底し、地域で火遊びができない環境をつくりましょう。





　子供たちに、火災の恐さや正しい火の取扱いを教えるほか、火遊びをさせないよう注意しましょう。





�








　幼少年による火遊びで、重大な被害を招いた火災も発生しています。年齢に関係なく火気用品は子供の手が届かないところに保管しましょう。


　点火用具や燃焼器具を適切に管理するとともに、子供たちだけを残して外出するのはやめましょう。


マッチやライターなどは子供の手の届かない場所に保管しましょう。


アイロン、ヘアドライヤー等はいたずらされない場所に保管しましょう。


幼少年が火に対して強い興味を示す時期には、火遊びの危険性について教えましょう。


テレビ、新聞等で火災のニュースが報道されるときをとらえ、火の恐さを教えるとともに、日頃から家庭での防火のしつけをしましょう。


子供たちが火遊びをしているところを見たら、その場で注意してやめさせましょう。


　火気を取り扱う場合には、正しい火の知識と消火方法について教えましょう。


花火などをするときは、大人が付き添い、必ず消火のための水を用意しましょう。








表　平成２０年中の火遊びによる主な発火源別出火箇所








グラフ　平成２０年中の火遊びによる火災の月別発生状況(件)
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